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 具体的には、分化阻害剤の一種である U0126 をターゲット細胞内に直接注入するこ
とで、既存の培地添加法では不可能であった、一個一個のシングルセルへの導入量を
正確に調節することを可能にした。マイクロインジェクション法により、培地添加法
で明らかな分化抑制効果を示す最低濃度（一細胞当たりの分子数は 1.2 × 108 分子に相





















児腎臓細胞株である HEK293T 細胞でがん抑制遺伝子 Scribble を完全に欠損させるこ
とでがん発生初期細胞のモデル株を作製し、正常細胞との共培養系で起こる変化につ
いて調べた。 
 まず、ゲノム編集技術である CRISPR/Cas9 システムを用いて、HEK293T 細胞のが
ん抑制遺伝子 Scribble を欠損させた KO#18 株を作製した。ネガティブコントロールと
しては、蛍光タンパク質 GFP のみを生産させた D#1 株を用いた。同数の KO#18 細胞
または D#1 細胞をそれぞれ正常細胞と共培養させたところ、がん発生初期の細胞のモ
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